
第５回

西予市おイネ賞事業

表彰式・講演会

平成28年12月４日　日曜日　午後１時30分〜

西予市宇和文化会館　大ホール

主催/愛媛県西予市   共催/日本医師会・愛媛県医師会
後援/愛媛大学医学部・厚生労働省・愛媛県・ドイツシーボルト協会（順不同）



〇西予市おイネ賞事業

シーボルトの娘で日本初の産科女医「楠本イネ」を輩出したまちとして、医学研究

や医療活動に躍進する女性を表彰し、奨励することで西予市の全国発信とともに

おイネのまちづくりで地域の活性化を図る。

趣旨

女性医師を奨励し、社会における女性活躍躍進へつなげる。

活躍が期待できる地域における女性医師を奨励する。

これから芽が出ようとする地域における女子医学生を奨励する。

目的

次　　第

１３時３０分〜　　表彰式

１．開会

２．主催者あいさつ

３．西予市おイネ賞受賞者発表

４．審査機関紹介及び審査総評　　　　

５．祝辞及び来賓紹介

６．表彰状贈呈

７．受賞者あいさつ

８．閉会 写真：大洲市立博物館所蔵

「読書をするイネ」

１４時３０分〜　健康づくり講演会

講師：辨野　義己 氏

演題：「健腸生活」で元気なカラダを手に入れよう！
〜大切な腸内環境コントロール〜

べん　の　　　 よし　み

国立研究開発法人理化学研究所
辨野特別研究室　特別招聘研究員（ （

1974年理化学研究所に入所。同所バイオリソースセンター微生物材料開発室室長を経て現職。農学博士（東

京大学）　酪農学園大学特任教授。

専門領域：腸内環境学、微生物分類学

日本獣医学会賞（1986年）日本微生物資源学会・学会賞（2003年）　

文部科学大臣表彰・科学技術賞（理解増進部門）（2009年）

主な著書：「腸を整えれば病気にならない」（廣済堂）、「自力で腸を強くする３０の法則」（宝島社）、「腸内細菌

の驚愕パワーとしくみ」（C&S研究所）、「100歳まで元気人は、何を食べているか？」（三笠書房）など多数。

★辨野義己氏プロフィール★



お祝いの言葉
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ドイツシーボルト協会　名誉理事長

ウォルフガング クライン ラングナー 様

ウォルフガング クライン ラングナー ハルトムート O. ローターモンド

ドイツシーボルト協会　理事

ハルトムート O. ローターモンド 様
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ご挨拶
　今年も例年通り、おイネ賞授与式が開催されます事を、大変喜ばしく思います。D� 

C��������� ��� B�����������会長をはじめ、我々は西予市の継続した意義あるこの

取組に対して深い感謝の意を表します。今年2016年はP������ F���� ��� S������ 生

誕220周年及び逝去150周年にあたり、シーボルト史上における重要な年であります。

シーボルト博士最期の言葉は「美しい国、平和な国へ行きます」でした。私達はこの

遺志を心に銘記して、今後ますます日独交流の絆がより一層深まることを祈念いたし

ます。特におイネ賞の存在はヴュルツブルグ市、西予市両市において、シーボルトの

娘イネの功績を讃え、後世に残す大切な事業です。盛大で滞りない贈呈式となります事、

あわせて受賞者のご多幸を心より願っております。
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お祝いメッセージ

長崎大学ダイバーシティ推進センター教授　（副学長）
長崎大学病院メディカル・ワークライフバランスセンター　センター長教授

伊東  昌子 様

　おイネ賞事業も５年目をお迎えとのこと、おめでとうございます。名誉ある

おイネ賞（第１回）の授与には、改めまして心からお礼を申し上げます。楠本

イネさんと聞くと、いつも西予市を思い出しております。

　私は長崎大学病院において医師としてほぼ３０年間勤務してきましたが、受

賞の年に、長崎大学病院メディカル・ワークライフバランスセンターが開設さ

れて、私を育ててくれた母校への感謝の思いで同センター長に就任し、長崎大

学病院および県内の女性医師支援に関わってきました。現在は、さらに長崎大

学全学においてもダイバーシティ・マネジメントを進め、女性活躍推進に尽力

いたしております。女性活躍には、もちろん「仕事とライフイベントの両立支援」

と「ポジティブアクション」の両輪が重要ですが、根底にある「性別に関する

固定観念」を女性・男性ともに変えていく必要性を感じています。医学生、そ

して次世代を担う医師のみなさんには、キャリアを築いていくなかで、是非自

分らしさを尊重していただきたいと思います。最後まで希望・夢は諦めないで、

目標に向かって進んで下さい。

　最後になりましたが、貴事業の益々の発展をお祈りいたしております。

第１回西予市おイネ賞受賞者（奨励賞）

西予市おイネ賞事業関係者のみなさま

受賞者のみなさまへ

★プロフィール
長崎大学副学長、長崎大学ダイバーシティ推進センター教授、長崎大学病院メディカル・ワークライフバランスセンター

教授。専門：放射線専門医、C����	��� C������� D�������������(CCD)、C����	��� D����������� T�������
���(CDT)、日本骨粗鬆

症学会認定医、放射線部診断専門医。ライフワークとして専門分野である骨粗鬆症の研究を継続しながら、現在は、セン

ター長を務めるダイバーシティ推進センターにおいて、長崎大学が掲げている目標「新規採用する教員の３割以上を女性

研究者に」の達成に向け精力的に動いています。また、今年「企業主導型保育事業」による学内保育園の設立が決定しま

した。「子育てしながら仕事を継続する人材を大切にする大学として発展したい」と願いながら活動中。主な著書：「骨粗

鬆症を知る、防ぐ、治す本 ―女性のための骨粗鬆症講座―」メディカルレビュー社ほか



お祝いメッセージ

国立保健医療科学院
　生涯健康研究部　主任研究官 吉田  穂波 様

　このたびは、栄えあるおイネ賞受賞、本当におめでとうございます。医師で

ありつつも、女性ならではの視点や細やかな感覚、そして慈愛を持って社会の

底支えをする女性医師を奨励するこのおイネ賞は、数ある賞の中でも、私たち

が「頂いて嬉しい賞」ナンバーワンであると確信しています。いつも人のため

に尽くし、辛抱強く、忍耐と奉仕を常とし、利他的姿勢や人への貢献姿勢を忘

れない皆さんだからこそ、この賞を得て、社会から、多くの人たちからねぎら

われ、いたわられ、認められたのだと、受賞者の皆様方には深い敬意を抱かず

にはいられません。

　私がおイネ賞を受賞した2013年、授賞式の際は5人目の子どもがお腹にいま

した。家族で西予市にお邪魔しまして、街中を旅行してまわった時の楽しかっ

たこと。誇るべき歴史、愛すべき人々との出会い、そして、見知らぬ大勢の方々

が女性医師の働きを応援して下さった。そのことへの感謝の気持ちは一生忘れ

られません。

　このおイネ賞を頂いた私の使命は、産婦人科医師として、母子保健領域の公

共政策研究者として、母として人材育成と次世代の健康な成長に情熱を持って

取り組み、社会全体が明るい方向に進むよう力を尽くすこと。また、おイネさ

んの名に恥じない努力家としてお手本を示し、女性医師のみならず多くの人々

に勇気と希望を与え、将来の発展に少しでも役立つことです。いつか、このお

イネ賞の同窓生が自発的に同窓会を開き、ネットワークを作り、日本のリーダー

を輩出できる、そんな日が来れば、西予市の皆様への本当のご恩返しになるの

ではないかと思っています。

　仲間が増えていくのを心から嬉しく思いながら、お祝いの言葉とさせていた

だきます。

　末筆となりますが、企画、準備、運営、記載など、大変なご苦労の中、おイ

ネ賞を継続していただいている西予市の皆様方に厚くお礼申し上げます。

第２回西予市おイネ賞受賞者（奨励賞）

★プロフィール

西予市おイネ賞に寄せて。受賞者のみなさまへ

国立保健医療科学院生涯 健康研究部主任研究官、産婦人科医、医学博士、公衆衛生修士。ハーバード大学に 3 人の子連

れ留学をし、2010 年に同大学院を卒業。同大学のリサーチ・フェローとして女性の生き方母子の健康づくりや少子化対

策などの研究を続けながら、2011 年の東日本大震災では産婦人科医として妊産婦や新生児の救護に携わり、災害時の母

子救護保健対策の必要性を、国際学術大会や米国の学術誌国内外などで発表し、自治体の政策作りに関わってきた。現在、

国立保健医療科学院生涯健康研究部主任研究官として、世界の母子保健向上に尽力している。内閣府、厚生労働省の検討

会委員など歴任。4 女 1 男の母。著書は『「時間がない」から、なんでもできる！』『「忙しい」「できない」「間に合わない」

から受かる！超効率勉強法』等、多数。



医療法人いぶき会　針間産婦人科　院長

金子  法子 氏
かね   こ　　   のり  こ

平成元年、川崎医科大学卒業。同年、山口大学医学部産婦人科学教室に入局。その後、国

立下関病院（現関門医療センター）、山陽中央病院、山陽小野田市民病院勤務を経て、平

成10年に針間産婦人科副院長、平成13年院長に就任し産婦人科医としての研鑽を積みな

がら、地域医療へ貢献している。平成19、20年度の２年間は、厚生労働科学研究費補助金「反

復人工妊娠中絶の防止に関する研究」班メンバーを務め、現在は山口県産婦人科医会理事

（女性保健担当）として、日々の診療に携わる一方で、精力的に性教育・避妊教育・人権教育・

女性の健康教育等の講演活動を行っていると同時に、若年妊娠、虐待、レイプ等行政と連

携しながらサポート活動に力を注いでいる。

医療法人　岡沢クリニック　院長
NPO法人　CASA（カサ）JOHANNE（ヨハネ）

ヨハネの家　理事長

岡澤  朋子 氏
おか ざわ　　 とも　こ

愛媛県愛南町出身、昭和57年、徳島大学卒業。同年、徳島大学医学部小児科学教室に入局。

翌年、愛媛大学医学部小児科学教室に入局。その後、宇和島市立病院、倉敷平成病院、愛

媛県立南宇和病院勤務を経て、平成11年に医療法人岡沢クリニックを開院し、小児科医・

小児神経科専門医として、日々の診療に携わっている。さらに、平成２４年、児童デイサー

ビス　カサヨハネという福祉サービス事業所を開設し、地域の発達障がい児と家族を支援

するために力を注いでいる。

愛媛大学　医学部医学科　５回生

草川  あかり 氏
くさ  かわ　

愛媛大学医学部医学科5回生

試験対策委員など同級生の世話役的な存在で、サークル活動は、英語研究会（ＥＳＳ）の

部長を務め、また、一次救命処置普及活動、二次救命処置の習得などを目的としたオレン

ジクロス（O���
� C����）という団体で、市民への救急処置の仕方の普及にも努めてい

ます。将来は愛媛県内で、脳神経外科医として活躍し、多くの人命を救うことを目指し、

臨床実習などの勉学に励んでいる。

第５回　西予市おイネ賞受賞者紹介

「全国奨励賞」

「地域奨励賞」

「医学生奨励賞」




